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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は争中国明代の思想家王陽明と同時代者で且つ王陽明と密接な学問上の交流をもった湛甘

泉についてラその学説1思想を全体的に究明するとともに。湛甘泉と王陽明との学問的な交流の実

態を考察し冒進んで湛甘泉の学説1思想が王陽明のそれに如何に影響を与えたかを明らかにしよう

としたものである。さらにヨそのための基礎的研究として『湛甘泉先生文集』（全32巻）を逐一全

部解読し、これに訓点を施している。論文の構成はヨ研究篇と資料篇に分けられヨ研究篇は7章か

ら成りヨ269頁に及び里資料篇は『湛甘泉先生文集』（全32巻）の全文に訓点を施して掲載し。543

頁に及ぶ。

　研究篇の第一章は「湛甘泉の経歴」について述ベヨ第二章「『甘泉文集』の解説」はヨ同文集全32

巻の構成を明らかにしヨ各巻の概要を逐一解説しヨ最後に編者と同文集成立の事情に触れている。

第三章「湛甘泉の学的伝承」は雪伝統教学の宋明における主たる継承者としてヨ周溝渓雪程明道ヨ

程伊川ラ張横渠、召匡康節ラ呉康斎ラ陳白沙等を挙げヨ湛甘泉の学問とこれら先人の学説㊧思想との

関連を明らかにするとともにヨ特に直接の師たる陳白沙との関係を詳述するが雪結論的には湛甘泉

は程明道の思想にこよなく私淑し，その学的影響が最も大であったとしている。以上の三章は雪い

わば序説的役割を果たしているものと解せられる。

　第四章「湛甘泉の学説」は、本研究の要訣たる第一の課題について詳述したものである。湛甘泉
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の標傍した学説は「随処体認天理」で寄先師陳白沙の説に基づく。陳白沙はこれを解説せず自得の

みを求めていたがヨ湛甘泉は思索工夫の結果ヨ初めは「体認天理」としていたものを後に「随処」

を附加し雪一箇の学的体系を構成したものであることを述ベヨまず「体認天理」について「体認」

及び「天理」の意義を明らかにし雪次いで「天理」と人間ヨ天理の内容雪「体認天理」の方法及びそ

れの身心における具現の状態等について論じている。次に「随処」が附加されたのは害湛甘泉32歳

の時であるとしうその根拠を陳白沙が湛甘泉に与えた書簡の内容雪当時の湛甘泉の学問状況等を詳

細に分析した結果から導き出している。湛甘泉が「随処」を加えたのはラ「体認天理」だけでは時1

処1位の論理及び実践の方法が欠けるとしラ「随処」を附加することによって事「体認天理」はさら

に具体化されるとともにラこの語は雪彼の論理から推して「処に随ひ」と訓むべきであると論結し

ている。そしてヨこの語の附加によってラ湛甘泉の思想は一層深められ。注目すべき「知行並進」

論が提唱されるに至ることヨ及びこれは後に「知行合一」説に発展するがラ湛甘泉のこの時期にお

ける独創的思想でありヨ「随処体認天理」に必要不可欠の提唱であることを論証している。

　著者は湛甘泉の思想においてはヨ「天理」にかかわる所論として「敬」「中正」「良知」「知行」等

が重視されているとしヨまた「体認天理」の方法として「勿忘勿助」「格物」が重要であるとし争こ

れら相互の論理的関連性について論述している。特に「勿忘勿助」についてはラ『甘泉文集』全体か

らその意義を抽出し分析してラこの語と「自然」「中正」「機」「全放下」との関連を論じた後里要す

るに「勿忘勿助」の体認は右の語にかかる修養によって達せられるとしラさらにこれらの語は表現

こそ異なれヨ内容において「随処体認天理」の実践方法として同一なるを論結している。次に「心」

は湛甘泉の学説1思想成立の根低をなすものでヨ「心」は「精にして神ラ虚霊知覚、虚霊応変」であ

り宇また明鏡の如きもの苛その本体は自然事無好悪ヨ天理ラ良知害至虚ラ無動静であるが守さらに

「心は物を体して遺さずラ遠近なく事内外なし。」といいラまた「心なる者は天地万物を体して遺さ

ざるものなり。」ということによってラ「心事合一」「物我一体」の境位を実現することを論ずるとと

もにヨ湛甘泉がこの「心」の発見1了悟によって。彼の「随処体認天理」の裏付けとなった「心性

図説」「四勿総蔵」が作成され。結果的には王陽明の格物説と根本的に相違するもととなったことを

論定している。著者は次にラ湛甘泉の「知行」論に注目しラ『甘泉文集』全体から知行論が三段階に

分けて発展1展開されているとし雪その第一段階は「知行交進」「知行並造」「知行兼尽」でありヨ

第二段階は「知行並進」ラ第三段階は「知行合一」となったことを明らかにするとともにヨ「知行合

一」は決して王陽明の創見に成るものでなくラすでに湛甘泉の思索し提唱するところであったこと

を論証している。

　以上ラ湛甘泉の学説岳思想を詳論してラ著者はその結論を図式に集約しヲ彼の「随処体認天理」

は要するに「勿忘勿助」「良知」「知行」のいずれの修養によっても達成可能であることを明らかに

している。

　第五章「湛甘泉の教育」はヨ『甘泉文集』巻六「大科訓記」を中心資料としてヨ彼の門弟教育に対

する厳しい方針曲内容を紹介しラ第六章は湛甘泉の人物と後喬について述ベヨ第七章は王陽明と．湛

甘泉の交友の実態と王陽明の学説に対する彼の影響について述べている。両者の交友1論争関係に
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ついては、九種類の資料を逐一精察分析し表（1）にまとめヨこれを基にして湛甘泉から王陽明に宛て

た書簡を，執筆の年代考証を施して整理し表（2）にまとめ，さらに王陽明から湛甘泉宛の書簡を年代

順に整理して表（3）とし。これと表（2）との関連を精密に考察することにより，両者の交友1論争関係

を明瞭にするとともにう「格物」の論争が如何になされたかを究明している。結論として著者は，両

者の交流は格物論争に尽きるとし，湛甘泉は格を「至る」と訓みヨ王陽明は「正す」と訓むことに

よって，前者は「格物は修身にあり」としたのに対してヨ後者は「格物は誠意にあり」としたため、

両者の交流はいよいよ深まっていったが、その主張は遂に平行線を辿って一致をみなかったと論結

している。

審　　査　　の　　要　　旨

従来，王陽明の研究は数多くなされてきたがヨ彼の思想ないし思想形成に重要な関連1影響のあっ

た湛甘泉の専論的研究は，内外の学界において未だ殆んどその例をみない。然るところヨ著者は王

陽明の研究から出発しヨその過程において湛甘泉の学説田思想の重要なることに着目し，本論文の

如き専論の湛甘泉研究を一書にまとめて公刊し世に問うたことは事内外学界に貢献するところ極め

て大であるといわねばならない。総じてヨ資料の取扱いに妥当性がありヨ論証は著実精密ヨ導出し

た結論もほぼ正鵠を射ており，見るべきものがある。

　特にその思想解釈においてヨ湛甘泉の「随処体認天理」の説が提唱された時期を精密に論定した

こと，「随処」の実践的意義の解明を通じてヨ彼の思想が一層発展し，「知行並進」「知行合一」論が

王陽明のそれに先駆して形成されたことヨ「敬」が「随処体認天理」にかかる最高の徳目であるこ

とヨ「心」を彼が学説偲想の根低におきヨ「心事合一」「物我一体」論を確立することによって、王

陽明の格物論との根本的相違をもたらしたこと，王陽明との学問的交流の実態を年代的に整理考証

しラ両者の論争が格物論を中心として行われたこと，及び両者の格物論の相違を明確にしたこと等々

は，本研究の特筆さるべき長所である。なお。『甘泉文集』全32巻を解読し，逐一全体にわたって

訓点を施して公刊したことはヨ従来同文集が極めて難解であるとの定評を受けているだけにラその

学界何後学に稗益するところ誠に大であるということができる。これらの研究はラ短時日にして成

るものでなく、著者が長い年月に渉って刻苦精励を継続した成果であると認められる。

　他面において，著者による湛甘泉の学説1思想の究明及び論述は，個々の概念画思想の考察につ

いては精細になされているにもかかわらずうそれがやや平板に羅列的に論述されている嫌いがあり，

湛甘泉の思想を体系的ないし構造的に把握し再構成する点に一段の工夫が求められる。また、湛甘

泉の95年の生涯を通じてなされた王陽明以外の講友，子弟言その他当時の文人達との人問的交流の

実態，及びそれから描き出される湛甘泉の豊かな人物像ヨ彼の学説色思想の杜会的影響纈明代激動

期に生きた彼の対杜会的1政治的活動とその思想との関連における湛甘泉思想の歴史的1杜会的性

格等々がこの研究によって導き出されたならば，なお一層「生きた思想」としてその精彩を放つこ
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とができたであろう。ただしこれは，望蜀の感なきにしもあらずである。

以上ラこれを要するに本論文は多少の不備もあるが冒全体として中国思想史研究に特色ある一歩

を進めたものでありラ学界に貢献するところが少くないものと認められる。

　よってラ著者は文学博士の学位を受けるに十分の資格があるものと認める。
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